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2013 年病理学教育セミナーの日程、会場、講演内容が決まりまし
たので、お知らせいたします。スライドセミナーの申し込みは、オン
ラインで受け付けます。下記「参加申込」ボタンをクリックし、必要
事項を入力して下さい。

参加登録期間
　 　2013 年 8 月 19 日（月）～ 10 月 18 日（金）まで
ホームページ
　　http://www.iapjapan.org/index.html

日時： 2013（平成 25）年 11 月 23 日（土） 
＊詳細な時間は下記の記事とHPをご参照ください。

場所： 山梨大学甲府キャンパス 
（〒 400-8510　甲府市武田 4-4-37）

教育シンポジウム 　9：00 ～ 11：45
テーマ：乳腺病理　最近の動向　　Current topics of breast pathology

モデレーター： 津田均（防衛医科大学校病態病理学） 

森谷卓也（川崎医科大学病理学 2）

2013 年病理学教育セミナーのお知らせ

2013 年病理学教育セミナーのお知らせ
（IAP日本支部主催　日本病理学会後援）

津田　均先生 森谷　卓也先生
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演者：

1． Prof. Sunil R Lakhani（Breast Pathology Group, The 

University of Queensland Centre for Clinical Research, 

Australia） 

 Diagnostic challenges in Breast Pathology, perspectives 

from the new WHO Classification

2． 堀井理絵　（（公財）がん研究会有明病院病理部） 

乳管内増殖性病変の病理診断

3． 長谷部孝裕　（国立がん研究センター東病院病理科・臨床

検査科） 

浸潤性乳管癌の正確な悪性度評価に有用な病理組織因子

4． 坂谷貴司　（自治医科大学病理学講座・病理診断部） 

乳癌Ki-67 の評価－最近の知見と動向－

5． 大井恭代　（博愛会相良病院病理診断科） 

センチネルリンパ節生検の臨床的運用と病理学的評価

＊教育シンポジウムは、当日ご自由にご参加ください。

病理専門医の資格更新単位として 5単位が得られます。

参加費：会員 3,000 円、非会員 4,000 円（ハンドアウト代を含む）

電車・バス
新宿駅⇒甲府駅
都心からだと最速83分　特急なら乗り換えなし
電車：JR中央線 特急「あずさ号」又は「かいじ号」で最速83分
バス：新宿駅西口高速バスターミナルより最速119分

名古屋⇒甲府駅
名古屋からでも、特急に乗ればおよそ3時間
電車： JR中央線（塩尻駅経由）／塩尻駅で特急「しなの」から特急「あずさ」

に乗り換え、最短181分
電車： 東海道新幹線、JR身延線（静岡駅経由）／静岡駅で「ひかり」から特急

「ふじかわ」に乗り換え、最短195分
バス：JR名古屋駅前バスセンターより約240分

甲府駅⇒甲府キャンパス
甲府駅から、信玄ゆかりの武田信者を目指して歩くこと15分
甲府駅北口2番バス停乗り場より「武田神社」または「積翠寺」行き約5分、「山
梨大学」下車
甲府駅北口より武田通りを北上、徒歩約15分

車
東京⇒甲府キャンパス  
中央自動車道：
高井戸IC～甲府昭和ICで下りて、一般道を北東の方角へ。
国道20号線またはアルプス通り経由で約20分

名古屋⇒甲府キャンパス
東名高速：
名古屋IC～小牧JCT～中央自動車道：甲府昭和ICで下りて、一般道を北東の方角
へ。国道20号線またはアルプス通り経由で約20分

スライドセミナー 　13：30 ～ 17：45　敬称略

1時限目　13：30 ～ 15：30

A-1 肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）
全  陽（Institute of Liver Studies, King's College Hospital, UK）

B-1 皮膚色素性病変の病理診断
泉 美貴（東京医科大学医学教育学講座）

C-1 骨腫瘍の病理
小田 義直（九州大学大学院医学研究院形態機能病理学）

*D-1

口腔病理（顎骨に生じる嚢胞、腫瘍ならびに腫瘍
様病変）
高田 隆（広島大学医歯薬保健学総合研究院口腔顎顔面病
理病態学研究室）

2 時限目　15：45 ～ 17：45

A-2 腎生検の病理
上田善彦（獨協医科大学越谷病院病理部）

B-2 前立腺癌 ―良悪性の鑑別を中心に―
鷹橋 浩幸（東京慈恵会医科大学病理学）

C-2 卵巣腫瘍の病理
安田 政実（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

*D-2 軟部腫瘍の病理－新WHO組織分類をふまえて－
久岡 正典（産業医科大学医学部第一病理学講座）
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* 印は新規コース。スライドセミナーは事前登録が必要です。

2013 年 8 月 19 日（月）正午より、IAPのホームページ（http://

www.iapjapan.org/index.html）に直接アクセスして，お申し

込みください。事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）

を送付予定です。

病理専門医の資格更新単位として 10 単位が得られます。

受講料（1 コース）：IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員

12,000 円（DVD, ハンドアウト代を含む）

連絡先

IAP 日本支部教育委員長　小田義直（スライドセミナー担当）

九州大学大学院医学研究院形態機能病理

〒 812-8582　福岡市東区馬出 3-1-1

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

IAP 日本支部常任幹事　石川雄一（教育シンポジウム担当）

（公財）がん研究会がん研究所病理部

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

TEL：03-3570-0559　FAX：03-3570-0558

毎年、日本病理学会の秋期特別総会の後の土曜日に行われ

る IAP日本支部の「病理学教育セミナー」は、診断病理医に

とって、重要なイベントであり、そのためだけに学会に顔を

出す先生もおられるとか。このセミナーは、午前中の「教育

シンポジウム」と午後からの「スライドセミナー」から構成

されている。教育シンポジウムは、診断病理学のホットトピッ

クを扱っていて、毎回、広い会場は満員の盛況である。午後

のスライドセミナーは、8種類の実践的なコースがあり、毎

年少しずつ講師とテーマが入れ替わる。ハンドアウトのみな

らずバーチャルスライドの画像も入手でき、大変好評である。

欧米の病理学会では、このような研修コースが非常に盛んで、

病理診断から「ゲノム解析の病理学への応用」まで幅広いコー

スが用意されている。IAP 日本支部でも、幅の広いコースを

用意するのも今後の一つの方向かも知れない。

 （文責：石川雄一）

下記の要領にて 2013 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記
賞の名称：IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格：日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40 

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは問わない）

選考対象：2012 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

診断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、留学先

での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする（しかし、

推薦者がいない場合でも受付ける）

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がいない場合）A4用紙 2枚以内（書式は問わない）

3．論文の別刷 7部（1部はオリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2013 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 135-8550 東京都江東区有明 3-8-31 

（公財）がん研究会がん研究所病理部内 IAP 日本支

部事務局内 

「IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部病理学教育セミナー（教育シンポジウム）にお

ける表彰式に参加する。また、受賞者を IAP 日本支部の

News Bulletin 紙上に加え、日本病理学会、日本臨床細胞学

会の機関誌に公表する。

The 13th Japan-Korea Conjoint Slide Conference

日時：2013 年 12 月 6 日（金）－ 7日（土）

会場：大分・別府国際コンベンションセンター

会長：大分大学医学部診断病理学　横山繁生教授

日本側　問い合わせ先：

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

IAP日本支部事務局

電話：03-3570-0559

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp

IAP 日本支部の
病理学教育セミナーこぼれ話

2013 年 IAP 日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

第13回日韓合同
スライドカンファレンスのお知らせ
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第 5回日台合同スライドカンファランス

2014 年、台湾で開催の予定です。詳細については、決定次

第ホームページ等で紹介致します。

日時：2013 年 6 月 6 日（木）　12 時 30 分～ 13 時 30 分

場所： ロイトン札幌　3階　エメラルドルームA 

札幌市中央区北 1条西 11 丁目

Tel：011-271-2711

出席者： 中谷、松原、加藤（良）、清水、小田、黒田、岩下、

長尾、岩崎、橋本、根本、吉野、横山、石川、高野（事

務局）

欠席者：森谷、牛込、長村、内藤、白石、諸星、

議　　題
1． USCAP（2013. 3. 2 － 8、Baltimore, MD）Japan Night　

報告

2．その他

審議事項：
1．APIAP（2013. 9. 5 － 8, 釜山、韓国）

2． 2013 年病理学教育セミナー（11. 23、山梨大学） 

・教育シンポジウム　・スライドセミナー

3． 第 13 回日韓合同スライドカンファランス（12. 6 － 7、 

別府国際コンベンションセンター）

4．その他

１） APSMI のお知らせ：2013 年 7 月 10 － 12 日　Bangkok 

http://www.iapthailand.com/Home

２） 第 30 回国際 IAP Congress のお知らせ： 

2014 年 10 月 5 － 10 日 

http://iap2014.com/welcome.html

The 8th Asia Pacific International Academy of 

Pathology（APIAP）

下記のように第 8回アジアパシフィック IAPの会合が、韓

国釜山で開催されます。

日時：2013 年 9 月 5 日（木）－ 8日（日）

場所： 韓国Busan市 BEXCO（Busan Exhibition & Convention 

Center）

<第8回国際病理アカデミーアジアパシフィック会議（APIAP）

ホームページ>

http://www.apiap2013.org

なお、若手支援プログラムがありますので，若手の参加者

はHPのAnnouncements（13/0603）を参照してください。

日本での問い合わせ先：

135-8550 東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部内

IAP日本支部事務局

電話：03-3570-0559

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp

印刷して配布されたNews Bulletin 2013 Number 2 の最初

の記事の標題は、「ボルチモアUSCAP に出席して」でした。

お詫びして訂正いたします。

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部

IAP日本支部事務局

常任幹事　石川雄一

事務局員　高野有紀

Tel：03-3570-0559 ／ Fax：03-3570-0558

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp
rqrqrqrqrqrqrq

残暑お見舞い申し上げます。News Bulletin No.3 をお届け

致します。本号は、今秋、山梨で開催されます「IAP 病理学

教育セミナーのご案内を中心に掲載致しました。今回は、津

田　均先生、森谷卓也先生がモデレーターとなり、「乳腺病理」

に関する教育シンポジウム（当日受付）が開催されます。また、

スライドセミナ―（ホームページに直接アクセスして事前申

し込み）は、新規コースとして高田　隆先生による「口腔病

理」、そして久岡正典先生による「軟部腫瘍の病理」が開始

されますので、ご期待ください。また、12 月には「第 13 回

日韓合同スライドカンファレンスが大分で行われますので、

ご参加いただければ幸いです。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

2013 年 IAP日本支部第 2回理事会

Upcoming Meeting

第 8回国際病理アカデミーアジア
パシフィック会議（APIAP）のお知らせ

事務局からのお知らせ

あとがき


